








要約:成人病の発症要因が多くあげられ、40 歳以降の発症との関連が検討されてきたが、

小児期からの成人病発症要因の検討はまだ少なく、ようやく最近、報告されてきている。

しかしながら、小児期の研究では、患者対照研究か、2-4 年程度の追跡調査がほとんどで

あり、小児期から成人期まで追跡し、小児期の要因と成人病発症の関連をみた調査研究は

ない。今回、小児期から成人期を結ぶことを目標として、本研究では長期間(少なくとも 9

年以上)のコーホート調査を計画し、本年度はその基礎的検討を行った。すなわち、第一に

成人病としては脳血管疾患、心疾患、糖尿病(がんは鏡森班で検討)を対象とし、その発生

要因あるいは関連事項として肥満、運動、食生活、高脂血症、喫煙、家族歴をとりあげ、

最近 7年間の文献レビューを行った。その結果、長期間コーホート調査の報告はほとんど

無かったが、これらの項目は、いずれも長期間コーホート調査でとりあげ、追跡する必要

がある、との結論であった。第二は、次年度以降実施する調査計画をたてることとし、分

担研究者・研究協力者 6名から、7カ所の実施案が提案された。 


